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研究成果の概要（和文）：この研究は、専門家ではない普通の人々が、マスメディアやオンラインメディアの情報を消
費するだけではなく、能動的に自らや地域の物語を表現、情報発信していくため、あらたなデジタル･ストーリーテリ
ング（DST）をデザインするが目的だった。
（1）コミュニティ向けの3つのDST、「コミかるた」「美唄50音かるた」「中央区メディア・コンテ」を開発、実践し
た。（2）この領域に関心を持つ内外の実践者、研究者をオンラインでつなぐ2つのシステム、「System0706」と「Tele
phonoscope」を開発、実践した。いずれも持続的に活用されており、デザイン研究がメディア実践と結びつく一つの形
を示すことができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project is to design new types of digital story 
telling activities. The project consist of two design works: one is to develop cultural programs and ICT 
systems for community people's storytellings, another is to network researchers and practitioners 
scattered 'glo-cally.'
After four years activities, three members of the research project has collaboratively designed five 
cultural programs and ICT systems, and did practices in many venues inside and outside Japan. All of them 
have been continuously used in several communities and online networks.

研究分野： メディア論
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１．研究開始当初の背景 
 1990 年代から内外各地で市民メディアが
発達してきたがその学問的研究では十分で
はなかった。一方でメディアを批判的に読み
解くことの重要性を唱えるメディア・リテラ
シーは反メディア的市民運動のような様相
を呈していた。この研究では、人々のメディ
ア・リテラシーを育みつつ、その成果を市民
メディアの発展につなげていくこと、さらに
内外各地の関係者が結びつき、たがいに連携
し合いながらメディア共同体を生みだして
いくことが重要だと考えた。そのためにメデ
ィア論、情報デザイン、情報工学という、人
文社会系、アート・デザイン系、そして理工
系の研究者が越境的に協働するチーム体制
を取ることとなった。 
 研究開始当時、日本ではまだデジタル･ス
トーリーテリングは人口に膾炙しておらず、
この研究はそのあらたなデザインに取り組
むプロジェクトとなった。 
 
２．研究の目的 
 メディアの専門家ではない一般の人々が、
マスメディアやネット情報をたんに消費す
るのではなく、コミュニティや自らの物語や
感情の表現・発信と鑑賞・受容を循環的に育
むメディア共同体を自律的に形成すること
を支援するために、人文系・理工系・デザイ
ン系が協働して、文化プログラム(人々のメデ
ィア表現の文化的様式) と技術基盤(人々の
メディア表現の支援システム)を統合的にデ
ザインする。 
 ①地域社会に根ざした「地域メディア実
践」と、②各地のメディア実践をオンライ
ン・メディアで結び、専門家、実務家、そし
て一般市民など市民のメディア表現につい
て関心のある人々からなるメディア共同体
を育む「メディア共同体デザイン」の 2 系統
のパイロット実践を市民参加型でおこなう。
その成果をより汎用性のあるかたちに体系
化、パッケージ化し、社会にパブリッシュ(公
開)していく。  
 
３．研究の方法 
 過去の研究実績から得られた日本国内で
の知見をもとに、①日本と海外の 2 地域で同
等の「地域メディア実践」と、②日本と海外
複数箇所を結んだ「オンライン・メディア実
践」を並走させ、それぞれに比較文化論的検
討をおこない、グローバルに通用するデザイ
ンを目指す。 
 いずれにおいても文化プログラムと技術
基盤を統合したワークショップ型のメディ
ア実践に対して人文社会系の研究代表者、理
工系・デザイン系の研究分担者、さらにフィ
ンランドの研究者らが密接に連携して参画
し、研究メンバー全員が実践的に参加・ファ
シリテートする「批判的メディア実践」の手
法を用いて学際的デザインを実現した。 
 

４．研究成果 
 海外パートナーの変更により研究期間が
１年延びたが、上記の「地域メディア実践」
と「オンライン・メディア実践」のいずれも
ほぼ予定どおりにデザイン、実践をおこなう
ことができた。 
①「地域メディア実践」 
 助成期間中に 3 つの実践研究を実施した。 
・「コミかるた」： 
 地域住民らが写真一葉と俳句のような詩
的なメッセージ一つの組み合わせをワーク
ショップで作り、相互に鑑賞しながら地域に
ついての思い出やイメージを自律的に生み
だしていくための技術基盤、「コミかるた（コ
ミュニティ・かるたの略）」を開発し、東京
都中央区、文京区、フィンランドのヘルシン
キ、ハンコなど各地でワークショップ実践を
おこなった。 
 コミかるたのウェブサイトでは、個人のア
ルバムとしての機能も果たしているスマー
トフォンから、写真を選び、メッセージを組
み合わせて投稿する。また、ひと揃いの「か
るた」に見立てた表示を行う機能を持つ。メ
ッセージは読み札、写真が絵札のように表示
されるのである。このため、実践の場で撮影
された写真だけではなく、スマートフォンに
記録されている限りの写真から、実践参加者
がきそって写真を投稿しあい、かるたの説明
を行う様子などが見られ、過去の情報からス
トーリーが形成されるきっかけを果たした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「美唄 50 音かるた」： 
 地域内外の人びとが協働し、地域の出来事
や思い出を 50 音かるた（コミかるた同様に
写真とテキストからなっている）にする 2日
間のワークショップを、2012 年夏と 2013 年
秋に実施し、評価分析をおこなった。宮田雅
子が中心となり、北海道美唄市と連携して実
施した。制作されたかるたは美唄市にて保管
され、地域の小学校や高齢者グループのイベ
ント等に貸し出し、継続的に活用されている。 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「中央区メディア・コンテ」： 
 水越伸は２年間にわたって中央区の生涯
学習講座の講師を務め、そのなかで「コミか
るた」などを用いて地域住民を区民メディ
ア・レポーターとして育成した。現在地域住
民は地元ケーブルテレビと連携し、本科研で
開発されたデジタル･ストーリーテリングな
どを用いて定期的に番組制作をおこなって
いる。 
 
②「オンライン・メディア実践」 
 助成期間中に2つの実践研究をおこなった。 
・「System0706」： 
 本研究に関心を持つ内外の関係者がグル
ープワークで協働作業をおこない、その成果
をリアルタイム、並列的に可視化するための
システムを開発し、シンポジウムにおいて活
用、評価分析をおこなった。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このシステムでは、グループワークの過程
で行われる議論の記録担当者を各グループ
におき、記録を逐次行う。記録された内容は
グループワーク会場にグループごとに投影
する他、文章を解析し２次元に配置し可視化
する仕組みと合わせ、他グループの議論がど
のように進んでいるか、逐次確認できるよう
にした。また、逐次的な記録とは別に、グル
ープごとのまとめを作成する機能を持たせ、
まとめた内容そのものは非公開としつつも、
記述と同時に２次元配置し可視化し、各グル
ープの結論がどのようにまとめられつつあ
るか、議事内容と同様に確認可能とした。こ
れにより、他のグループの議論内容を参考に
しつつ、各グループで独自の結論をまとめる
仕組みとして活用することができた。 
 
・「Telephonoscope」：従来あまりなかった声
のデジタル･ストーリーテリングを行うため
に 、 黒 電 話 と iOS ア プ リ を 用 い た
「Telephonoscope」を開発し、内外 10 カ所
近くでワークショップ実践をおこなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 従来のデジタル・ストーリーテリングでは、
ストーリーを形成する段階と、ストーリーを
公開する段階が明示的に別れるものが多い。
一方、「Telephonoscope」では、物体として
黒電話がもつイメージにより、個人が自分の
中にあるストーリーを思い出しながら語る
システムを目指した。 
 ワークショップで収集したメッセージの
テーマは、「地域についての思い出」「今年を
振り返ってひとことであらわす」等とした。
電話の受話器を取ってメッセージを吹き込
むと、内蔵した iOS デバイスから音声データ
がインターネット上に送信され、データベー
スにアーカイブされる仕組みである。写真や
動画を制作するデジタル・ストーリーテリン
グの実践と比べて簡易に参加することがで
きるシステムとして設計した。 
 周囲を囲われた場所、開けた場所、建物の
地下、あるいは開けた場所などさまざまな設
置状態や、あらかじめストーリーの概要を示
す１文字や短文を記してから語る場合、受話
器から流れる質問だけを受けて語る場合な
ど、いくつかの語るきっかけを変えての運用
を通して、「思い出しながら語る」役目が果
たせていることを確認した。現在も、これら
のしつらえと表出される語りと関係など、研
究を進めている。 
 なおこのシステムは水越が代表を務める
JSPS 二国間交流事業共同研究「空間情報を組
み込んだデジタル･ストーリーテリングの共
創 的 デ ザ イ ン 」（ 略 称 Storyplacing ：
2014-2016）と連動してデザインした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③最後に 2点付記しておきたい。第一に、研
究開始当初予想した以上に多くの内外の地
域での実践をおこなう機会に恵まれ、国内外
の学会その他での発表をおこなうことがで
きた。このことは、こうした越境的で社会実
践型のデザイン研究の必要性が高まってい
ることを示している。開発したシステムやワ
ークショップは、すべて現在も各地で活用さ
れており、当初願っていた持続的で循環的な
メディア共同体を育むことに役立っている。
社会的に意義のある研究をすることができ
たと考えている。 
 第二に「オンライン・メディア実践」につ
いては分析的な研究、評価分析を今後さらに
進めていく必要があると考えている。 
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